
　
日

頃

よ

り
、
小
松
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
香
川
唯
信
と
申
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
目
標
と

し
て
、『
Ｂ
Ｅ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
〜
今
、

出
来
る
こ
と
を
全
力
で
!!
〜
』と
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
行
動
制
限
が
徐
々
に
緩
和
に
さ
れ
、

正
常
な
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

愛
媛
県
で
は
陽
性
者
数
の
減
少
は
緩
や

か
で
、
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
も
判
断
が

難
し
い
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

出
来
る
活
動
を
か
け
が
え
の
な
い
時
間

と
し
、
一
所
懸
命
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
、
こ
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
第
一
回
の
竹
林
整
備
を
無
事

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総

勢
六
十
名
あ
ま
り
で
篤
志
の
坂
の
整
備

と
養
正
会
館
前
の
竹
林
で
筍
掘
り
に
分

か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
幼
稚
園

〜
中
学
校
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
妻
に

任
せ
っ
き
り
で
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
清

掃
な
ど
人
手
が
必
要
な
時
に
少
し
参
加

し
た
程
度
で
し
た
。
ま
た
去
年
は
お
や

じ
部
で
活
動
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
は
行
動
制
限
で
ほ
と
ん
ど
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
唯
一
の
活
動
と
な
っ

た
十
一
月
の
竹
林
整
備
に
も
参
加
出
来

な
か
っ
た
の
で
今
回
の
竹
林
整
備
は
小

松
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
初
め
て
の

参
加
で
し
た
。
地
域
の
方
、
先
生
、
保

護
者
、
生
徒
と
色
ん
な
方
と
一
緒
に
作

業
を
し
て
い
る
中
で
、
皆
様
に
気
を
か

け
て
い
た
だ
い
て
、
愛
さ
れ
て
い
る
学
校

で
あ
る
な
ぁ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
普
段
あ
ま
り
顔
を
合
わ
せ

て
話
さ
な
い
息
子
と
も
帰
り
の
車
で
互

い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
協
働
の
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　
も
う
二
年
も
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
制
限
さ
れ
て
、
皆
さ
ま
に
お
い

て
も
我
が
子
と
そ
の
友
達
と
親
と
先
生

と
学
校
と
地
域
と
な
か
な
か
疎
遠
に
な

り
が
ち
な
方
が
多
い
の
で
は
無
い
か
と

思
い
ま
す
。
七
月
に
は
第
二
回
の
竹
林

整
備
、
九
月
に
は
体
育
大
会
、
十
月
に

は
小
松
校
祭
、
十
一
月
に
は
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
、
第
三

回
の
竹
林
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
出
来
る
限
り
頑

張
り
ま
す
の
で
、
交
流
の
機
会
と
し
て

も
積
極
的
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

出
来
る
こ
と
を
全
力
で
！

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
香
川
　
唯
信

　
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
本
校
教
育
の

充
実
・
発
展
の
た
め
に
御

支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
五
月
八
日
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
て
、
香
川
唯
信
新
会
長
を
中
心
に
新

し
い
体
制
が
発
足
し
、「
Ｂ
Ｅ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
〜

今
、
出
来
る
こ
と
を
全
力
で
!!
〜
」を
目
標
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
前
向
き
に
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
退
任
さ
れ
ま
し
た
藤
原
芳
宏
前
会
長
を

は
じ
め
旧
役
員
の
皆
様
に
は
、
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
藤
原
前
会
長
は
、
去
る
六
月
十
日
に
、

「
愛
媛
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
」を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
で
は「
篤
敬
・
勉
学
・
鍛
錬
」を
校
訓
、

「
積
微
力
行
」を
校
是
と
し
て
、
徳
・
知
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
間
の
育
成
と
い
う

教
育
方
針
の
下
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
重
点
努
力
目
標
は
表
題
の
と
お
り
で
す
。

生
徒
一
人
一
人
が
勉
学
に
部
活
動
に
じ
っ
く
り
コ
ツ
コ

ツ
と
取
り
組
み
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
人
間

力
を
高
め
合
い
、
夢
や
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て
ほ

し
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
、

「
自
分
に
は
無
理
」と
挑
戦
す
る
前
か
ら
あ
き
ら
め
た

り
、「
こ
の
く
ら
い
で
い
い
や
」と
妥
協
し
た
り
す
る
の

で
は
な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
失
敗
や
挫
折
を
経
験

し
な
が
ら
自
分
の
可
能
性
を
探
究
す
る
、
そ
の
よ
う

な
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
夢
や

目
標
が
見
つ
か
ら
ず
悩
む
こ
と
、
努
力
し
て
も
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
、
多
感
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ

悩
み
苦
し
む
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
経
験
が
心
を
耕
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
生
徒
会
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
Ｇ
ｅ
ｔ 

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

今
を
生
き
る 

自
分
た
ち
で
」で
す
。
ど
ん
な

困
難
が
あ
ろ
う
と
力
を
合
わ
せ
て
立
ち
向
か
い
、
今

こ
の
瞬
間
を
輝
け
る
時
に
す
る
と
い
う
心
意
気
に
あ

ふ
れ
て
い
る
、
私
は
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る

こ
と
の
で
き
る
生
徒
た
ち
を
誇
ら
し
く
思
う
と
と
も

に
、
そ
の
可
能
性
に
大
い
に
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

現
に
、
一
学
期
、
学
習
に
向
か
う
姿
勢
、
部
活
動
の

取
組
、
各
大
会
で
の
奮
闘
に
そ
の
気
持
ち
を
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
会
役
員
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
主
体
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
西
条
市
商
店

街
の
活
性
化
や
古
民
家
活
動
な
ど
地
域
と
協
働
し
て

地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
生
徒
も
で
て
き
ま
し

た
。
教
職
員
一
同
、
こ
の
よ
う
な
小
松
高
生
の
ま
じ

め
さ
、
あ
き
ら
め
な
い
心
、
挑
戦
心
、
主
体
性
な

ど
、
生
徒
一
人
一
人
の
良
さ
や
可
能
性
を
大
い
に
認

め
て
声
を
か
け
、
生
徒
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
、
た

く
ま
し
く
今
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
御
家
庭
で
も
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
感
染
予
防
の
た
め
に「
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
」を
確
実
に
行
い
、
様
々
な
制
約
は

あ
っ
て
も
学
習
活
動
や
学
校
行
事
、
部
活
動
に
お
い

て「
今
で
き
る
こ
と
」を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

文
武
両
道 

人
間
力
を
高
め
合
い 

夢
の
実
現
を

　〜
伝
統
を
継
承
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
〜

校
長
　
松
浦
ヨ
リ
子

令和４年７月20日 小松高校PTAだより　第83号 令和４年７月20日小松高校PTAだより　第83号

令和４年度  PTA 主な活動目標

ＢＥ ＨＥＲＥ ＮＯＷ～今、出来ることを全力で !! ～
１．学校と家庭が連携し、豊かな心を持った活力ある生徒を育成する。
２．各部会の活動と研修の充実を図り、会員相互の交流を広げ深めていく。

文化教育部
　学校と家庭、生徒と保護者の情報を発信します。
　 ● PTAだより（発刊 年２回）
　 ● PTA活動の記録とまとめ
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

保健環境部
　生徒と保護者の心と身体の健全な育成を目的に活動します。
　 ● PTA活動（研修旅行の企画）
　 ● 学校保健委員会への協議題検討と参加
　 ● ボランティア活動の参加
　 ● 危険箇所の点検修繕とその啓発
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

人権教育部
　身近な人権問題を学習し、保護者だよりとして発信します。
　 ● 人権・同和教育保護者だより「きらり」の発行（年２回　９月、２月）
　 ● PTA関係各種学習会への参加（人権部会だけに限らない）
　 ● 学校内での学習会（意見交換）
　 ● 西条市差別をなくする市民のつどい
　 ● 愛媛県人権・同和教育研究大会
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

生徒指導部
　直接、生徒と交わり、生徒の行動に目を配る活動を行います。
　 ● 夏季休業中、祭礼などの補導当番（地区別）
　　（夜市、おかげん、夏祭、七夕祭など）
　 ● 各地区にて交通違反、駅やコンビニでのたむろ、薬物乱用、夜間徘徊などの情報収集
　　ならびに学校への連絡
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画
　 ● 高校生防犯ボランティア活動(C.A.P=Culture Area Protectors)

おやじ部
　竹林整備を始めとした各種イベントの企画運営を行います。
　 ● たけのこ掘り
　 ● そうめん流し
　 ● 竹林の整備（竹チップ）
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

愛媛県高等学校総合体育大会愛媛県高等学校総合体育大会愛媛県高等学校総合体育大会

発行所

編集
責任

小松高等学校
PT A文教部
総務厚生課

　
校
章
の
由
来

松
に
囲
ま
れ
た
小
松
高
校
を

抽
象
化
し
た
松
の
絵
に
小
松

の「
小
」と「
高
」を
配
し
た
。

積
微
力
行



令和４年７月20日 小松高校PTAだより　第83号 令和４年７月20日小松高校PTAだより　第83号

檜垣　　碧（教諭）
　本校７年目になりました。国語
科・２年２組担任・吹奏楽部、サッ
カー部の副顧問です。生徒たちの前向きな
姿勢や取組を大切にしながら、そのサポー
トをしていきたいと思っております。よろし
くお願いします。

石山　晴菜（教諭）
　本校２年目です。国語科、１年
２組担任、女子サッカー部顧問で
す。生徒の皆さんの努力する姿と笑顔を大
切にしながら、共に成長していきたいと思
います。よろしくお願いいたします。

国語国語
月原　康宏（教諭）
　本校4年目で、３年学年主任・
地歴・公民科・ソフトボール部の
顧問です。地域の歴史を研究し、地域活性
化に役立てたいと思っています。

地歴
公民

田所軍兵衛（教諭）
　１年１組の担任、司書教諭を務め
させていただく田所と申します。自ら
も小松高校の歴史と伝統を学びつつ、22年の教
員生活のノウハウをフルに発揮して、学校の発展
に寄与できるよう努めますので、よろしくご指
導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

国語

松浦ヨリ子（校長）
　小松高校２年目になりました。生徒たち
が毎日生き生きと学校生活を送り、互いに
学び合い高め合っていけるよう、教職員一
丸となって取り組みます。保護者の皆様、
昨年に引き続きよろしくお願いいたします。

園部　孝行（教頭）
　本年度４月に赴任して参りました。燧灘を
望む高台に立つ自然に恵まれた素晴らしい
小松高校で、生徒の皆さんと共に学べるこ
とを幸せに思います。生徒の皆さんと一緒に
小松高校をより良くするよう頑張りたいと思
います。どうかよろしくお願いいたします。

久門　美和（教頭）
　小松高校２年目となりました。それぞれの
目標に向かって一生懸命取り組む生徒の皆
さんをサポートできるように努めていきたい
と思います。よろしくお願いいたします。

德永　博子（事務長）
　本年度小松高校に赴任して参りました。
生徒の皆さんが安全で快適な学習活動が
送れるように整えていきたいと思っており
ます。どうぞよろしくお願いします。

露口　加恵（教諭）
　小松高校８年目です。国語科、
２年３組の担任、茶道部とテニス
部を担当します。進路課の進学指導の担当
も務めます。松の新芽かタケノコかという
生命力あふれる生徒の皆さんの学びのた
め、最善を尽くします。

国語

教職員紹介

八塚　康次（教諭）
　本校３年目になりました。理
科、２年１組担任、ソフトテニス
部を担当します。生徒の皆さんの成長して
いく姿が見られることを楽しみにしていま
す。よろしくお願いします。

宮本　康平（教諭）
　本校３年目になりました。教科
は理科、２年４組担任、男女サッ
カー部副顧問を担当します。生徒の皆さん
が目標を達成できるようサポートしなが
ら、自分自身も成長できるよう日々精進し
ます。よろしくお願いします。

理科理科

梶原　健作（教諭）
　今年度本校に赴任して参りまし
た。保健体育、１年３組担任、男子
バレーボール部の顧問を担当させていただき
ます。生徒の皆さんが明るく元気に、安心して
学校生活を送ることができるよう、精一杯頑張
りたいと思います。よろしくお願いいたします。

千原　　大（教諭）
　本校２年目になります。保健体
育、２年２組副担任、野球部を担
当します。生徒一人一人の個性を伸ばし、
心身ともに成長できるようサポートしてい
きたいと思います。どうぞよろしくお願い
します。

保健
体育

保健
体育

佐伯　孝史（教諭）
　地歴・公民科、１年２組の副担
任、バスケットボール部の顧問で
す。人権・同和教育課の仕事を担当して、
五年目になります。氷見地区にある古民家
研究会の活動を皆さんに紹介していきたい
と思います。

池田　昌史（教諭）
　地歴・公民科、３年１組担任、
野球部顧問です。東温市から桜
三里をこえて広がる景色を楽しんでいます。
自然の豊かなこの学校で、生徒のみなさん
と成長していきたいと思います。よろしく
お願いします。

地歴
公民

地歴
公民

宮内　千里（教諭）
　小松高校６年目になります。数
学、１年学年主任、女子バレー
部副顧問を担当させていただきます。生徒
たちが夢の実現に向かって進めるようサ
ポートしていきたいと思います。よろしくお
願いします。

西坂　靖司（教諭）
　本校５年目で、２年３組副担
任・数学・総合体育文化部を担
当、学校行事全般の写真撮影もさせていた
だいています。進路課長として、生徒一人
一人の進路実現に協力していきたいと思い
ます。

数学数学

川口　靖史（教諭）
　３年３組担任、数学科、卓球
部を担当します。生徒の皆さん
の進路希望の実現に向けて精一杯努めた
いと思います。よろしくお願いします。

黒河　　清（教諭）
　毎日が探究、毎日が発見。悩
みながらもちょっとずつ成長して
いく生徒たちの姿・声・笑顔に、勇気やチ
カラをもらいながら、勤めさせていただい
ております。彼らが生きる時代を共に見つ
めながら、共に進んでいきたいと思います。

理科数学

森長　幸子（教諭）
　３年２組担任、数学、テニス部
を担当しています。生徒の皆さん
が目標に向かって前進できるようサポート
しながら、努力や成長する姿を見守り応援
し続けていきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

数学

伊藤　和美（教諭）
　本校４年目になりました。理
科、研修図書課長、女子バス
ケットボール部を担当しています。生徒の
皆さんが学校生活に前向きに取り組めるよ
うサポートしていきます。よろしくお願いし
ます。

理科

宮河　邦英（講師）
　本校2年目になります。地歴公
民科、3年2組副担任、ソフト
ボール部顧問です。生徒たちの主体的な学
びを支援できるよう、社会や歴史の探求を
突き詰めたいと思います。

地歴
公民

藤本　賢二（教諭）
　生徒指導主事　小松高校１０年
目になりました。皆で協力して、
「明るく活発」で、「礼儀正しく」、「芯のある
ひたむきな活動」をしていきましょう。

保健
体育

加洲実紗希（講師）
　今年度本校に赴任して参りまし
た。保健体育、１年４組副担任、
女子バレーボール部の顧問を担当させてい
ただきます。生徒の皆さんの目標実現のた
めのサポートをしていきたいと思います。
よろしくお願いします。

保健
体育

杉村　征彦（教諭）
　音楽の教員として、また吹奏
楽部の顧問として、音楽が皆さ
んの人生に寄り添うものとなればと思って
います。また、ICT担当としてタブレット端
末等の取りまとめもしています。お困りの
際は御連絡ください。

茂松　克明（教諭）
　今年度赴任して参りました。芸
術（美術）、美術部、テニス部を
担当します。いろんな活動を通して生徒の
皆さんのサポートができればと思います。
よろしくお願いします。

芸術芸術
田邉　水江（教諭）
　小松高校３年目です。英語科、
３年３組副担任、華道部・女子バ
レーボール部を担当します。生徒の皆さんの
英語学習や進路実現をサポートするととも
に、教育相談の充実にも努めていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。

英語

松本　秀樹（再任用教育職員）
　再任用教育職員としてお世話
になることになりました。英語を
担当し、卓球部の顧問をしております。初
心を忘れず、常にフレッシュな気持ちで生
徒と共に歩みたいと思います。

英語
藤林　幸宏（教諭）
　今年度本校に赴任してまいりま
した。英語科、１年１組副担任、
女子バスケットボール部を担当させていただ
きます。小松高校での様々な活動を通して、
生徒の皆さんと共に成長していきたいと思っ
ております。よろしくお願いいたします。

英語
藤原さおり（教諭）
　担当教科は英語です。２学年主
任、ソフトテニス部の副顧問を担
当します。生徒の皆さんが充実した学校生
活を送れるようサポートしていきたいと思
います。よろしくお願いいたします。

英語



小松高校PTAだより　第83号 令和４年７月20日小松高校PTAだより　第83号令和４年７月20日

藤田　優子（教諭）

　担当教科は家庭科で、２年４組
の副担任と被服手芸部の顧問を
しています。本校５年目です。実習を通し
て、生徒たちに物づくりの楽しさを伝えて
いけたらと思っています。どうぞよろしく
お願いします。

家庭
大野真由美（教諭）

　担当教科は家庭科。教務課、
食物部を担当させていただいて
います。「楽しい授業、生活で実践できる
授業」を目指しています。よろしくお願いし
ます。

家庭

新居田明子（講師）

　３年４組副担任、日本音楽部の
顧問をさせていただいています。
みなさんの集中力、忍耐力、段取り力のＵ
Ｐに努めます。よろしくお願いします。

河渕　英明（主任業務員）

　本校での勤務も7年目となりま
した。さらに安全で快適な学校
環境の整備に努めていこうと思います。よ
ろしくお願いします。

事務

寺川　紗希（養護教諭）

　本校４年目です。生徒の皆さん全員が、
自分らしさを輝かせながら、こころもから
だも健やかで安心した学校生活を送ること
ができるよう保健室からサポートができれ
ばと思っています。よろしくお願いいたし
ます。

川又さつき（教育業務支援員）

　昨年度９月より勤務しています。４月から
も引き続き母校である小松高校でお世話に
なっております。数年前には４年間ＰＴＡ役
員をしておりました。少しでもお役に立て
ればと自分にできることをしている毎日で
す。よろしくお願いいたします。

伊藤　信子（教育業務支援員）

　今年の4月から教育業務支援
員として勤務しています。事務室
や図書室での業務を担当しています。母校
の小松高校で皆様のお役に立てればと思っ
ています。よろしくお願いいたします。

荒木　裕美（教育業務支援員）

　支援員として小松高校６年目になりまし
た。授業・実習がスムーズに運ぶようにお
手伝いしていきたいと思います。よろしく
お願いします。

槇　　純子（スクールライフアドバイザー）

　相談員として、毎週水曜日に来校してい
ます。生徒の皆さんが自分のひなたの道を
見つけて歩みだせるよう、応援したいと思
います。相談室を気軽に利用してください。
電話での相談も受け付けています。よろし
くお願いいたします。

平塚　敏和（教諭）

　本校７年目になります。２年１
組副担任、野球部顧問をしてい
ます。普通科の生徒たちも地域社会に貢献
できるような商業教育を充実させていきた
いと考えています。生徒にとって役に立つ
ビジネス教育を目指して頑張ります。

印南　雄介（主任）

　本年度赴任して参りました。円
滑な事務処理により、よりよい
学校運営に貢献できるよう努めたいと思
います。

事務

佐伯ひとみ（教育業務支援員）

　本校での勤務も長くなりまし
た。皆さんのお役に立てたかど
うか、自問自答の毎日です。〔ミスなく、確
実に〕を目標に頑張りたいと思います。よろ
しくお願いします。

今井　　敬（再任用教育職員）

　本校１年目です。３年１組副担
任、進路課、パソコン部と野球
部の顧問をしています。地域社会に貢献で
きるようボランティアを推奨し商業教育に
繋げていきたいと思っています。就職活動
の手助けをしたいと考えております。

村山　夏野（主事）

　日頃から学校運営に御協力頂
き有難うございます。令和４年度
もよろしくお願いいたします。

中納　紗智（教諭）

　今年度本校に赴任してまいりま
した。家庭科、３年４組担任、ソ
フトテニス部を担当させていただいていま
す。生徒の皆さんが目標に向かって、前向
きに学校生活を送れるようサポートしてい
きたいと思います。よろしくお願いします。

事務 事務

商業

商業家庭 家庭

坂上　　舞（教諭）

　本校４年目になりました。家庭
科の担当で、１年４組の担任と、
日本音楽部・テニス部を担当しています。
生徒の皆さんの成長をサポートできるよう
頑張ります。よろしくお願いします。

家庭

事務

　第１回竹林整備は、保護者９名、生
徒39名、教員６名の総勢54名で行い
ました。篤志の坂を整備する班と養正
会館前の竹林で筍をとる班に分かれ作
業を行いました。
 一 番 の 収 穫 は、
参加生徒が楽し
く、真 剣 に 取り
組んでいたこと
であったと思い
ます。

　６月11日㈯住吉屋でストロートンボ大会を開
催しました。今回は、保護者同伴で参加した幼児
のみんなと高校生が協力して距離を競いました。
　羽根の角度や飛ばし方など様々な趣向を凝ら
し、9:00 ～10:30の時間があっという間に感じ
ました。

竹林整備竹林整備竹林整備

私たちに
できる

ギター演奏会（７月９日㈯）
西条市氷見丙658番地上町で開催された
・第一部　ナツメロのギター演奏
・第二部　歌手による歌謡ショー
　　　　　　　　10:00 ～ 11:50
＊皆様、御来場ありがとうございました。

ローカル
アクション特集!

ローカル
アクション特集!

ローカル
アクション特集!

入学式の様子入学式の様子入学式の様子

　西条市の協力のもと「ＰＲＯＪＥＣＴ ＺＥＮ」というアプリを使い、“いいね”を押すと地域活動団体に100円が送られると
いう地域応援を行っています。生徒がレポーターとなり、ボランティア活動を行っている氷見の古民家や地域の様々な
活動に貢献していく取組みです。誰にでも気軽に応援できる「持続可能なまちづくり」に御協力ください。
　また、古民家で発見した航空隊員が使っていた机などを温芳図書館２階の郷土資料室に９月25日㈰まで展示してお
ります。地域と戦争を知る良い機会ですので、夏季休業中にぜひ訪問してください。

　83％☞この数字は、ボランティア活動に参加したこ
とがない人の割合です。34％☞その中でも、３割以上の
人が「情報がないから」と答えています。
　そこで私たちが立ち上がりました。
① 誰にでも気軽に応援できる「持続可能なまちづくり」。
② “いいね”でまちのお金が100円分配されていく。
③ 小松高校生がＺＥＮバサダー（レポーター）となり、氷

見古民家研究会の活動に貢献していきます。

　温芳図書館・郷土資料室で７月３日
㈰から９月まで開催されている、特

別展「地域と戦争」。古民家の納屋で発見された西条
海軍航空隊（旧小松ゴルフ場）の隊員が使用した机の
他に、広島の陸軍電信第二聯隊の郷土出征者の通
信隊の資料なども公開され、80年前にあった「日本
の地域と戦争」を記録から読み返すことができます。
図書館２階資料展示室
　10:00 ～ 15:00（月曜日と月末日は休館）

愛媛県高等学校総合体育大会愛媛県高等学校総合体育大会愛媛県高等学校総合体育大会
四国大会出場 四国大会出場


